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平
成
28
年
度
は
、
車
道
３
８
６
・
６
㎞

と
歩
道
１
１
８
・
８
㎞
の
除
雪
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

市
の
受
託
業
者
で
あ
る
北
広
島
道
路
維

持
協
同
組
合
が
設
置
す
る
除
雪
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
18
業
者
（
除
雪
車
77
台
と
人

員
約
２
０
０
人
）
で
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
除
雪
費
は
、
新
雪
の
除

雪
や
幹
線
道
路
の
排
雪
、
路
面
凍
結
防
止

剤
の
散
布
な
ど
約
５
億
円
か
か
り
ま
し
た
。

　

原
則
と
し
て
、
雪
が
降
り
続
き
積
雪
が

10
㎝
以
上
と
な
り
車
の
走
行
に
支
障
が
出

る
と
き
や
、
地
吹
雪
に
よ
る
吹
き
だ
ま
り

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
な
ど
に
除
雪

を
実
施
し
ま
す
。

　

１
回
の
除
雪
作
業
に
は
、
約
６
時
間
か

か
り
ま
す
。
地
区
に
よ
っ
て
積
雪
の
状
況

が
異
な
る
場
合
は
、
地
区
ご
と
に
出
動
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

通
勤
や
通
学
の
時
間
帯
ま
で
に
除
雪
を

終
わ
ら
せ
る
た
め
、
夜
間
の
作
業
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
騒
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を

掛
け
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
深
夜
や
明
け
方
に
雪

が
降
り
出
し
た
と
き
は
、
安
全
の
確
保
や

除雪区域 担当業者 連絡先
西の里、西の里北・南・東、虹ヶ丘、大曲（一部） 田島工業㈱ ☎375-2037
大曲光、大曲緑ヶ丘５・７丁目、共栄町１丁目（一部）、東共栄１・２丁目 広島建設㈱ ☎372-3844
輝美町、南町、白樺町３丁目、泉町４丁目、里見町、緑陽町、山手町、南の
里、北広島団地幹線道路 丸開工業㈱ ☎372-2146

北の里、広島工業団地、共栄（一部） ㈿エクセル三和 ☎372-2011
共栄町、若葉町、青葉町、白樺町１・２丁目、高台町、泉町１～３丁目、松
葉町、広島工業団地（一部）、広島第２工業団地、共栄 ㈱三幸 ☎372-5288

大曲柏葉、大曲南ヶ丘、大曲末広１丁目（一部）・５～７丁目、大曲 北流システム建設㈱ ☎376-3229
栄町２～４丁目、島松（一部） 鈴木造園㈱ ☎376-2414
北進町２～４丁目、広葉町、西の里（一部） 北駿建設㈱ ☎375-7241
共栄町１丁目（一部）、東共栄１丁目（一部）、北進町１丁目、新富町西・東、
美沢 藤山建設㈱ ☎372-3107

大曲中央２・３丁目、大曲並木、大曲緑ヶ丘１～４丁目・５丁目（一部）・６
丁目、大曲末広１～４丁目 ㈱マルマサトウ ☎377-8760

稲穂町西５・７・８丁目、稲穂町東５～７・12丁目、中央５・６丁目 日重建設㈱ ☎376-3677
輪厚、輪厚中央、輪厚元町、希望ヶ丘 ㈱けいしん水道設備 ☎377-8673
東共栄２丁目（一部）・３・４丁目、中央１・２丁目、朝日町、稲穂町西６丁
目、美咲き野 ㈱キタヒロ開発 ☎373-9162

大曲工業団地 日本道路㈱ ☎377-3797
中央３丁目、栄町１丁目、稲穂町西１～４丁目、稲穂町東１～４・８～11丁
目、大曲中央１丁目、大曲幸町、輪厚工業団地、島松、三島、仁別、東部地
区幹線道路、その他郊外道路

除雪センター ☎373-7751

区域別除雪担当業者 除雪に関する問い合わせ　除雪センター☎373-7751

問合せ　土木事務所
（☎372-3311・内線760）
問合せ　土木事務所

（☎372-3311・内線760）
　市は、冬期間も皆さんが安心して生活できるように、車道や歩道
の除・排雪などを行っています。これらの作業には、皆さんのご協
力が欠かせません。ご理解をお願いします。

特集
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1
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
が
通
れ
な
く
な

り
ま
す
。

2
道
路
や
歩
道
へ
の
雪
出
し
は
や
め
ま
し

ょ
う

　

道
路
や
歩
道
の
道
幅
を
狭
く
し
、
路
面

状
況
を
悪
く
し
ま
す
。
ま
た
、
出
し
た
雪

が
隣
近
所
に
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
大
変

迷
惑
に
な
り
ま
す
。

3
車
庫
前
や
玄
関
先
の
雪
処
理
に
ご
協
力
を

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
の
玄
関
前
な
ど
に

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
家
庭
で
の
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

4
個
人
で
排
雪
業
者
を
利
用
す
る
場
合
は

　

業
者
が
排
雪
す
る
ま
で
の
間
、
敷
地
内

の
雪
を
道
路
に
堆
積
し
、
道
幅
を
狭
く
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

排
雪
を
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
公
共
の

道
路
を
一
時
的
に
で
も
狭
く
す
る
こ
と
は
、

他
の
方
に
迷
惑
を
掛
け
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

自
治
会
・
除
雪
業
者
・
市
の
三
者
が
地

域
の
除
・
排
雪
に
つ
い
て
、
課
題
を
共
有

し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
実
施
す
る
た

め
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
30
自
治
会
を
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
を
め
ど
に
、
生
活

道
路
が
あ
る
全
て
の
自
治
会
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

　

冬
期
間
の
交
通
確
保
や
生
活
環
境
向
上

の
た
め
、自
主
的
に
除
雪
を
行
う
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
の
団
体
に
、
小
型
除
雪
機
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
公
共
施
設
周
辺
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
除
雪
な
ど
に

使
え
ま
す
。

対
象　

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
団
体

条
件　

除
雪
機
を
操
作
す
る
全
員
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

期
間　

12
月
20
日
㈫
〜
平
成
29
年
３
月
31

日
㈮（
１
回
の
貸
し
出
し
は
７
日
間
で
す
。

た
だ
し
台
数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
７

日
間
単
位
で
延
長
で
き
ま
す
）

費
用　

燃
料
費
（
実
費
）

＊
利
用
す
る
団
体
ま
で
の
除
雪
機
の
運
搬

と
回
収
は
、
市
が
行
い
ま
す
。

＊
除
雪
機
の
操
作
講
習
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
・
町
内
会
が
自
主
的
に
行
う
市

道
の
排
雪
費
用
を
、
シ
ー
ズ
ン
中
１
回
に

限
り
補
助
し
ま
す
。
快
適
に
冬
を
過
ご
す

た
め
に
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
の
指
定
業
者
と
契
約
し
て
、
市

道
の
排
雪
を
行
う
自
治
会
・
町
内
会

補
助
額　

排
雪
に
か
か
る
費
用
の
２
分
の

１
以
内

申
込
み　

新
規
に
申
し
込
む
か
排
雪
す
る

道
路
を
変
更
す
る
場
合
は
、
12
月
20
日
ま

で
に
土
木
事
務
所

＊
昨
年
度
申
請
し
た
団
体
は
、
送
付
し
た

案
内
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

交
通
渋
滞
の
発
生
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

出
動
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　12月10日～平成29年３月20日
の毎日、市内各地区（西の里、
北広島団地・東部、大曲、西部）
の除雪予定情報をホームページ
に掲載します。

雪堆積場

総合体育館

北広島
高校

セブンイレブン

レクリエ
ーション
の森

①共栄

栗山北広島線

北

　進

　通

←大曲 栗山北広島線

北

　進

　通

←大曲

ガソリンスタンド跡

②西の里

274

椴山
バス停

雪堆積場

大
曲
椴
山
線

←札幌

大
曲
椴
山
線

←札幌

大曲中

ローソン
36

③大曲

雪堆積場

㈱クボタ建機

セイコー
マート

三井アウトレットパーク

ヶ
丘
通

羊

大曲
工場
４号
線

輪
厚
↓

㈱クボタ建機

セイコー
マート

三井アウトレットパーク

ヶ
丘
通

羊

大曲
工場
４号
線

輪
厚
↓

平岡緑中

札幌市

北広島市
右折
できません！

④大曲（札幌市設営）

雪堆積場

大

曲

通

厚

別

東

通

大

曲

通

厚

別

東

通

雪堆積場
期間　12月20日㈫～30日㈮、平成29年１
月４日㈬～３月20日㈪
時間　午前８時～午後５時（③は土曜に
限り午後10時まで、④は午前９時から）

＊雪堆積場では管理人の指示に従ってください。
＊正午～午後１時は場内整備で閉鎖します。また、天候や
搬入量の状況などで予告なく閉鎖する場合があります。
＊他の市町村からの雪を持ち込むことはできません。
＊ごみなどは捨てないでください。

北広島市除雪情報 検 索
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　特定の経費を、一般のものと区別して処理する会計
です。国民健康保険と介護保険は黒字になりましたが、
国庫支出金などの超過交付分として今年度に返還する
経費を含んでいます。

　家計で例えると、預
貯金に当たります。施
設の整備資金など、将
来予定している大型事
業や、安定した財政運
営のために積み立てて
います。
　平成27年度は、庁舎
建設基金などを取り崩
しました。また、不慮
の財源不足に備えるた
めの財政調整基金など
を積み立てました。

　家計で例えると、住
宅ローンなどに当たり
ます。公共施設を整備
するためなどに、市が
借り入れる長期の借入
金です。
　平成27年度は、新た
に29億9,880万円を借
り入れました。そのう
ち、建設事業に関連す

市民１人当たり
約６万円

市民１人当たり
約59万円

　使用料収入などにより、
独立採算制で運営するため
の会計です。当市には水道
事業会計があります。
　資本的収支の差し引き分
は、損益勘定留保資金など
で補てんしました。

残高37億0,003万円 残高346億5,871万円

◆予算の執行状況 　（９月30日現在）

区分 予算額 執行済額・率（％）

一般会計 収入 255億6,350万円 100億4,607万円 39.3
支出 99億2,716万円 38.8

特
別
会
計

国民健康
保険

収入 78億5,160万円 31億0,414万円 39.5
支出 33億0,248万円 42.1

下水道 収入 22億2,219万円 5億7,574万円 25.9
支出 7億6,106万円 34.2

霊園 収入 6,337万円 2,358万円 37.2
支出 1,665万円 26.3

介護保険 収入 43億2,661万円 20億3,360万円 47.0
支出 16億2,055万円 37.5

後期高齢
者医療

収入 7億5,542万円 3億2,369万円 42.8
支出 2億5,573万円 33.9

企
業
会
計

水
道

収益的 収入 13億7,505万円 6億1,600万円 44.8
支出 13億7,674万円 3億7,118万円 27.0

資本的
収入 637万円 0円 0.0
支出 4億3,741万円 1億1,102万円 25.4

◆市税の収納状況 （９月30日現在）
区分 予算額 収入済額・率（％）

一
般
会
計

市民税 個人 24億1,136万円 9億0,020万円 37.3
法人 6億8,172万円 4億0,353万円 59.2

固定資産税 32億3,750万円 21億0,308万円 65.0
その他 10億7,949万円 7億5,603万円 70.0
合計 74億1,007万円 41億6,284万円 56.2

特別会計・国
民健康保険税 11億3,246万円 4億4,445万円 39.2

◆平成27年度末残高
普通会計 253億7,418万円
一般会計 252億9,428万円
霊園会計 7,990万円

特別会計 6,282万円
　介護保険 6,282万円
公営企業 92億2,171万円
下水道 80億5,928万円
水道 10億6,245万円
駐車場 9,998万円

合計 346億5,871万円

区分 歳入 歳出 差引
国民健康
保険 77億5,666万円 77億4,543万円 1,123万円

下水道 19億3,356万円 19億3,356万円 0
霊園 6,690万円 6,690万円 0
介護保険 39億1,156万円 38億0,643万円 1億0,513万円
後期高齢
者医療 7億5,721万円 7億5,423万円 298万円

◆平成27年度決算額
名称 残高

財政調整基金 7億8,791万円
土地開発基金 1億2,964万円
庁舎建設基金 11億7,396万円
減債基金 5億0,213万円
施設営繕基金 1億6,186万円
義務教育施設
整備基金 1億5,675万円

霊園管理基金 2億1,629万円
その他 5億7,149万円
合計 37億0,003万円

　平成28年度も引き続き、定住人口の増加と地域経
済の活性化、安全で安心なまちづくりに重点を置い
ています。新庁舎の建設や、公共施設の大規模改修
に必要な経費などを盛り込みました。

■一般会計の補正額は、４億5,820万円
　認定こども園整備や市内に初めて住宅を購入する
方を助成するファーストマイホーム支援助成金など
を増額しました。

■特別会計・企業会計の補正額
　国民健康保険は80万円、介護保険は１億1,153万
円、後期高齢者医療は298万円を増額しました。

区分 収入 支出 差引
収益的
収支 13億9,454万円 13億0,524万円 8,930万円

資本的
収支 544万円 4億1,075万円 ‒4億0,531万円

収益的収支…事業を運営す
る収支
資本的収支…施設を整備す
るための収支
損益勘定留保資金…減価償
却費など、現金支出せず内
部に留保している資金

る借入額は、前年度よ
り２億3,690万円多い
16億7,220万円でした。
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民生費
33％

職員費
16％

土木費
11％

教育費
11％

公債費  10％

その他
19％

1,101

＊千円単位以下は省略しています。「市民１人当
たり（の金額）」は、それぞれの額を下記の人口
で割っています。

　市の財政状況は、財政健全化判断比率で示されま
す。４つの指標のいずれかが早期健全化基準を超え
た場合などは、財政健全化計画を立てなければなり
ません。財政再生基準を超えた場合は、国の監督下
で財政を立て直すことになります。公営企業の経営
状況は、資金不足比率で示されます。

問合せ　財政課（☎372-3311・内線865） 平成28年３月31日現在の人口　５万9,140人

◆資金不足比率
対象となる会計 北広島市 経営健全化基準
下水道

（特別会計）
資金不足
なし 20.0%

水道
（企業会計）

資金不足
なし 20.0%

◆財政健全化判断比率

４つの指標 北広島市 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率
（一般会計など
の赤字額の割合）

赤字なし 12.96% 20.00%

連結実質赤字比
率（全ての会計
の赤字額の割合）

赤字なし 17.96% 30.00%

実質公債費比率
（借金返済額の
割合）

4.4%
25.0% 35.0%

将来負担比率
（将来の借金返
済予定額の割合）

56.7%
350.0%

数値が低い
と良好

数値が低い
と良好

前年度16億1,697万円
19億9,512万円

施設を造るときな
どに借りたお金

前年度28億9,710万円
29億9,880万円

人口や税収などに
応じ、国や道から
配分されたお金

前年度53億0,067万円
57億5,360万円

各制度に基づき、
国や道から交付さ
れたお金

前年度48億3,666万円
55億4,770万円

市民の皆さんに納
めてもらった税金

前年度75億9,228万円
75億8,895万円

歳入歳入238 8,417238 8,417
前年度214億9,732万円前年度222億4,368万円

教育にかかったお金

前年度19億5,429万円
25億0,664万円

市債の返済金など

前年度25億1,947万円
24億5,293万円

道路整備や除雪な
どにかかったお金

前年度26億7,892万円
25億7,248万円

市職員の給料や社
会保険料

前年度37億9,849万円
38億3,675万円

福祉・医療などに
かかったお金

前年度72億0,585万円
76億7,265万円

前年度36億6,009万円
44億6,956万円

歳出歳出
前年度211億6,165万円前年度218億1,711万円
235235 1,101

道内35市
で最も
　良好

道内35市
で10番目
に良好

共栄団地の建て替え
　　　3億0,381万円

新庁舎建設
　　　　　4億9,621万円

北の台小学校校舎の大規
模改造

　3億7,120万円

西の里ファミリー体育館
の改修

　1億8,621万円

市税
32％

地方交付
税など
24％

国・道
支出金
23％

市債
13％

  その他  8％

市民
１人当たり
約13万円
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ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
毎
月
開
か
れ
る

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
演
奏
の
前
に
、

あ
い
さ
つ
を
し
て
会
場
を
和
ま
せ
て
い

る
人
が
い
る
。
花
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
の

会
会
員
・
宇
田
川
留
美
子
さ
ん
だ
。
季

節
に
合
わ
せ
た
言
葉
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

話
す
。

　

「
花
ホ
ー
ル
の
仕
事
は
舞
台
進
行
の

補
助
や
入
場
案
内
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

作
業
を
覚
え
ら
れ
る
し
、
何
よ
り
お
客

さ
ん
と
触
れ
合
え
る
の
が
楽
し
い
で
す
」。

こ
れ
は
宇
田
川
さ
ん
の
活
動
の
一
部
。

文
芸
協
会
会
員
や
合
唱
団
の
団
員
、
北

広
島
美
術
協
会
会
員
な
ど
、
い
く
つ
も

の
顔
を
持
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
に
関
わ
っ
て

　

北
広
島
に
住
ん
で
約
40
年
に
な
っ
た
。

家
の
前
に
は
緑
が
広
が
り
、
庭
作
り
を

し
な
が
ら
、
野
鳥
を
眺
め
ら
れ
る
抜
群

の
環
境
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
４
人
の

子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
子
育
て
支
援
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
加
。

母
子
保
健
推
進
員
は
10
年
以
上
務
め
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
経
験
が
少
し

で
も
役
に
立
て
ば
と
始
め
ま
し
た
。
子

育
て
の
大
切
さ
を
広
め
、
悩
ん
で
い
る

親
の
力
に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
」。

子
ど
も
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も

熱
心
に
関
わ
り
、
中
学
校
で
は
会
長
も

引
き
受
け
た
。「
子
ど
も
か
ら
大
人
に
近

づ
く
心
配
な
時
期
だ
っ
た
の
で
、
よ
り

い
っ
そ
う
学
校
と
関
わ
ろ
う
と
委
員
に

な
り
ま
し
た
。
楽
し
く
て
、
ま
っ
た
く

苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

親
が
楽
し
ん
で
生
き
て
い
る
と
、
子

ど
も
は
人
生
に
夢
が
持
て
る
。
そ
う
信

じ
て
活
動
し
て
き
た
。

　
　

思
い
を
文
章
に

父
親
が
新
聞
記
者
だ
っ
た
影
響
も
あ

っ
て
、文
章
を
書
く
こ
と
が
大
好
き
だ
。

５
年
前
に
は
、
新
聞
に
投
稿
し
た
文
な

ど
を
「
生
き
る
っ
て
お
も
し
ろ
い
」
と

題
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
に
ま
と
め
た
。「
私

の
宝
物
で
す
よ
」
と
、
本
を
手
に
笑
顔

で
話
す
。
夫
婦
で
登
山
と
旅
行
を
楽
し

ん
だ
こ
と
や
子
育
て
の
思
い
出
、
思
わ

ず
笑
え
る
失
敗
談
な
ど
。
読
み
や
す
く

て
、
ほ
の
ぼ
の
と
心
に
染
入
る
作
品
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

北
広
島
市
文
芸
協
会
に
所
属
し
、「
文

芸
北
広
島
」の
編
集
委
員
を
し
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
取
材
し
た
と
き
は
、
最
新
号

編
集
の
締
め
切
り
間
際
で
、
原
稿
の
確

認
作
業
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
い
た
時

期
だ
。「
会
員
の
皆
さ
ん
の
力
作
を
、
多

く
の
方
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」。

　
　

楽
し
く
生
き
る
秘ひ

け
つ訣

　

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
宇
田
川

さ
ん
の
元
気
の
源
は
何
か
聞
い
た
。「
迷

惑
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ら
、
や
り
た
い

こ
と
を
何
で
も
や
る
。
そ
し
て
嫌
な
こ

と
は
、
た
め
込
ま
な
い
こ
と
で
す
」。

い
つ
か
、
も
う
一
冊
本
を
作
り
た
い

と
夢
を
語
る
。

年
齢
を
重
ね
て
も
楽
し
く
面
白
く
生

き
る
。
そ
の
秘
訣
を
、
こ
れ
か
ら
も
発

信
し
て
ほ
し
い
。

市内の行事を油絵で描いている。娘と
一緒に油彩展を開いた事もある

ロビーコンサートで司会をする様子

うだがわ・るみこ
里見町在住。
母子保健推進員や男女共同参画情報
誌の編集委員、地域公共交通活性化
協議会委員、北広島市総合計画委員、
北広島市ＰＴＡ連合会会長など、ま
ちづくり活動に参加した経歴を持つ。
駅周辺まちづくり委員会のメンバー
として芸術文化ホールの設立などに
尽力した。
特技を生かし文芸や合唱、美術など
の分野で活躍中。

文化活動に力を注ぐ

宇田川　留美子さん

生きるっておもしろい
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大曲東小学校６年

スクールチェンジ

山家一真さん
（児童会長）

　
後
期
児
童
会
の
テ
ー
マ
は
「
ス
ク
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
〜

新
し
い
未
来
へ
〜
」
で
す
。
今
の
東
小
も
十
分
良
い
で

す
が
、
も
っ
と
良
い
東
小
に
変
え
て
行
こ
う
と
い
う
願

い
で
決
め
ま
し
た
。

　
僕
は
立
会
演
説
会
で
「
い
じ
め
が
な
く
、
誰
も
が
安

心
し
て
、
す
が
す
が
し
く
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、一
人
一
人
が
、

人
と
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
僕
た
ち
役
員
会
で
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
ス
ク
ー

ル
活
動
」
を
行
い
ま
す
。
ホ
ー
ル
で
別
の
学
年
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
て
交
流
す
る
企
画
で
す
。
ま
た
、
一
人仲良く活動しています

一
人
が
輝
く
「
東
小
ぴ
か

ぴ
か
運
動
」
と
い
う
企
画

も
考
え
て
い
ま
す
。
他
に

も
東
小
で
は
、
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
や
縦
割
班
清
掃

な
ど
、
仲
を
深
め
る
機
会

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と

良
い
東
小
を
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

北
広
島
の
魅
力
を
マ
ン
ガ
で
伝
え
る
「
キ

タ
ヒ
ロ
☆
エ
ゾ
リ
ス
家
族
」
の
連
載
が
、

７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
定
住
促

進
に
つ
な
げ
る
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
一

環
で
す
。
毎
月
１
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

「
北
広
島
市
に
住
み
た
く
な
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
」
に
新
作
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
す
む
エ
ゾ
リ
ス
の

家
族
が
主
人
公
で
、
イ
チ
ゴ
狩
り
や
ツ
ー

ル
・
ド
・
キ
タ
ヒ
ロ
な
ど
、
北
広
島
の
魅

力
や
楽
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。
来
年
３
月

ま
で
に
全
12
話
を
掲
載
予
定
で
す
。

作
者
は
札
幌
市
在
住
の
漫
画
家
・
田
島

ハ
ル
さ
ん
。
北
海
道
の
風
物
を
題
材
に
し

た
作
品
を
数
多
く
手
掛
け
て
い
ま
す
。
エ

ゾ
リ
ス
を
主
人
公
に
し
た
の
は
、
愛
ら
し

く
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
め
る
キ

マ
ン
ガ
で
北
広
島
を
Ｐ
Ｒ

ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
か
ら
だ
そ
う
。

こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
北
広
島
を
深
く

知
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
田
島
さ
ん
。

「
気
持
ち
の
温
か
い
方
が
多
く
、
菓
子
や

野
菜
、
ハ
ム
な
ど
お
い
し
い
特
産
品
も
あ

っ
て
、魅
力
が
多
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
」。

市
で
は
、
こ
の
マ
ン
ガ
を
通
じ
て
市
外

の
方
に
北
広
島
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

市
民
の
方
に
は
、
い
っ
そ
う
、
ま
ち
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。正

月
に
向
け
て
マ
ン
ガ
を
基
に
し
た
す

ご
ろ
く
を
制
作
し
、
12
月
10
日
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定

で
す
。
印
刷
し
て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

元
気
な
エ
ゾ
リ
ス
家
族
の

活
躍
か
ら
、
目
が
離
せ
ま
せ

ん
ね
。

田島ハルさん

©田島ハル

市ホームページ「北広島市に
住みたくなるWＥＢサイト→
知る→マンガ」からご覧にな
れます
問合せ　政策広報課（内線881）

NO.116
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高
齢
者
や
子
ど
も
、
家
庭
に
関
す
る
こ

と
、
普
段
の
生
活
で
困
っ
た
こ
と
、
振
り

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
市
民
の
立
場
で
相
談
を

受
け
て
一
緒
に
解
決
策
を
見
つ
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
や
団
体
と
協
力

し
て
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。　

　

全
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
、

子
ど
も
に
関
わ
る
相
談
や
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

地域の
身近な

相談相
手

広報　 　－ 2016.12.1 8
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込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
工

夫
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
皆
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民

生
委
員
法
で
秘
密
を
厳
守
す
る
よ
う
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
地
域
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
訪
問
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　私の親は高齢で周りの方に支えてもらいなが
ら生活をしています。私も周りの方のために何
かできることがあればと考え、民生委員・児童
委員をさせていただいています。困ったときは
お互いさま。みんながそう思えるといいですね。
　いつも心掛けているのは、まずは私たちのこ
とを知っていただくことです。顔を知ってもら
い、気軽に相談してもらえるとうれしいですね。　
　これからも地域に密着した委員を目指し、活
動を続けていきます。

民生委員・児童委員
大西登志子さん（大曲柏葉）

広報　 　－ 2016.12.19
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国
際
切
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
・
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
in
身
延
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
６
で
、

入
選

第
24
回FIBA ASIA U-18

男
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
、
準
優
勝

◆
文
化
賞
の
問
い
合
わ
せ
は
市
教
委
文
化

課
へ
（
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
内
・
☎
372
〜
７

６
６
７
）

11
月
３
日
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
文

化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
な
ど
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
３
日
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
文

化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

小林ちほさん
【美術】

三森啓右さん

次
世
代
科
学
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
全
国

受
講
生
研
究
発
表
で
、
優
秀
賞
を
受
賞

寺岡知美さん
【科学】

京
都
産
業
大
学
益
川
塾
第
８
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
益
川
塾
頭
賞
を
受
賞 札幌日本大学高等学校科学部

【科学】

第
52
回
全
国
学
生
書
道
展
で
、
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞

小川青空さん
【書道】

朝
永
振
一
郎
記
念
第
10
回
「
科
学
の
芽
」

賞
で
、「
科
学
の
芽
」
奨
励
賞
を
受
賞

第
63
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
北
海
道
大
会
・
朗
読
部
門
で
、

最
優
秀
賞
を
受
賞

糸賀舜さん
【放送】

河原林正思さん
【科学】

第
61
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・

中
学
校
Ｂ
編
成
で
、
金
賞
を
受
賞 大曲中学校吹奏楽部

【音楽】

【バスケット
ボール】

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し

た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

文
化
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

方
や
、
市
の
文
化
の
向
上
・
発
展
に
功

績
が
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。
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第
32
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
・
男
女
混
合
の
部
で
、

優
勝

２
０
１
６
ダ
ン
ロ
ッ
プ
カ
ッ
プ
北
海
道

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
・
10
歳
以
下
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
、
優
勝

２
０
１
６
ダ
ン
ロ
ッ
プ
カ
ッ
プ
北
海
道

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
・
10
歳
以
下
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
、
優
勝

合田百花さん
【テニス】

羽田瑞季さん
【ゴルフ】

北
海
道
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
新
人
大
会
小

学
生
選
抜
大
会
で
、
優
勝

第
68
回
北
海
道
弓
道
大
会
一
般
女
子
の

部
で
、
優
勝

第
98
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
で
、
準
優
勝

柴田涼哉さん
【野球】

鈴木大和さん
【野球】

第
61
回
北
海
道
親
子
・
百
歳
・
混
合
・

夫
婦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
・
夫
婦
Ｃ
で
、

優
勝

落合恵美子さん
【ソフトテニス】

落合純一さん
【ソフトテニス】

第
62
回
北
海
道
高
等
学
校
剣
道
選
手
権

大
会
・
女
子
団
体
戦
の
部
で
、
優
勝

札幌日本大学高等学校
女子剣道部
【剣道】

第
31
回
北
海
道
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大

会
で
、
優
勝

札幌日本大学高等学校
陸上競技部
【陸上競技】

第
38
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会（
１
部
）

で
、
ベ
ス
ト
４

北広島エルフィンズ
【軟式野球】

第
26
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
夕
張
場
所
・
団

体
の
部
で
、
優
勝

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
37
回
北
海
道
中
学
校
相
撲
大
会
・
団

体
の
部
で
、
優
勝

東部中学校相撲チーム
【相撲】

第
32
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
・
男
女
混
合
の
部
で
、

優
勝

北広島北の台ＪＶＣ
【バレーボール】
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平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
37
回
北
海
道
中
学
校
剣
道
大
会
・
男

子
個
人
戦
の
部
で
、
第
３
位

後藤椋太さん
【剣道】

平
成
27
年
度
第
22
回
北
海
道
中
学
校
新

人
陸
上
競
技
大
会
・
共
通
男
子
走
り
幅

跳
び
で
、
第
３
位

伊藤駿さん
【陸上競技】

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
47
回
北
海
道
中
学
校
体
操
競
技
・
新

体
操
大
会
・
体
操
競
技
二
部
男
子
団
体

総
合
で
、
優
勝

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
47
回
北
海
道
中
学
校
体
操
競
技
・
新

体
操
大
会
・
体
操
競
技
二
部
男
子
団
体

総
合
で
、
優
勝

東部中学校体操チーム
【体操】

第
61
回
北
海
道
親
子
・
百
歳
・
混
合
・

夫
婦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
・
親
子
Ｂ
で
、

準
優
勝

河部ほのかさん
【ソフトテニス】

平
成
10
年
か
ら
、
北
広
島
山
岳
連
盟
の

副
会
長
な
ど
を
務
め
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
貢
献

平
成
14
年
か
ら
西
の
里
カ
ー
プ
ジ
ュ
ニ

ア
の
コ
ー
チ
、17
年
か
ら
監
督
を
務
め
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

杉山哲也さん
【野球】

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
37
回
北
海
道
中
学
校
相
撲
大
会
・
個

人
の
部
で
、
第
３
位

大沼樹生さん
【相撲】

平
成
10
年
か
ら
、
北
広
島
市
ラ
ジ
オ
体

操
連
盟
の
理
事
長
を
務
め
、
市
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
貢
献

平
成
11
年
か
ら
北
広
島
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
の
役
員
、
18
年
か
ら
日
本
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
の
指
導
員
を
務
め
、
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

石川忠雄さん
【パークゴルフ】

平
成
10
年
か
ら
、
北
広
島
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
協
会
の
副
会
長
、
会
長
を
歴
任
。
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

平
成
11
年
か
ら
北
広
島
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
の
役
員
、
27
年
か
ら
会
長

を
歴
任
。
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

大西晃平さん
【ソフトバレー
ボール】

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
問
い
合
わ
せ
は
市
教
委

社
会
教
育
課
へ
（
☎
372
〜
３
３
１
１
・
内

線
８
９
０
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
問
い
合
わ
せ
は
市
教
委

社
会
教
育
課
へ
（
☎
372
〜
３
３
１
１
・
内

線
８
９
０
）

第
38
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
兼
第
33
回
全
日
本
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
予
選
会
・

男
子
の
部
で
、
第
３
位

遠山拓磨さん
【ソフトテニス】

秋葉陸斗さん
【ソフトテニス】

第
32
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
・
男
女
混
合
の
部
で
、

第
３
位

北広島バレーボール少年団
【バレーボール】

第
32
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
・
男
女
混
合
の
部
で
、

第
３
位

第
16
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会
・
小
学
校
２
年
生
男
子
個
人
・

形
の
部
で
、
準
優
勝

熊谷凛樹さん
【空手道】

大
会
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生
活 問合せ　防災・庁舎建設課（内線652）

秋から冬にかけて、爆弾低気圧とい
われる急速に発達する大きな低気圧
が発生しやすい季節です。特に、冬
季に発生するものは暴風雪を伴うた
め、大きな被害をもたらします。
日頃から、天気予報で事前に確認し、
暴風雪事故に遭わないようにしまし
ょう。

ホワイトアウト現象
吹雪で視界が真っ白
になり、何も見えな
くなります。暴風で
飛ばされそうになる
こともあります。

体感温度は、風速１ｍ
で１度下がるといわれ
ています。

凍傷の恐れ　

生
活 問合せ　水道施設課（内線878）

指定給水装置工事事業者が分からないときは、お問い合
わせください。市ホームページ「くらしの情報→上下水
道→こんなときは」からもご覧になれます。

水抜き栓とは…　
水道管の水を抜くための装置です。設置されている場所
は、家庭によってさまざまです。普段から、水抜き栓の
場所と動作を確認しておきましょう。

★こんなときは要注意

★水抜きをするとき

★水を出すとき

●気温がマイナス４度以下のとき
●一日中、気温が氷点下の真冬日が続いたとき
●旅行などで長期間水道を使用しないときや、空き家を
管理しているとき（漏水事故を防止するためにも、季節
に関わらず水抜きをしましょう）

①蛇口を開け、水を流す
②水抜き栓のハンドルが止まるまで右に回す（レバーの
場合は「止」の方向に操作する）
③空気入れ蛇口がある場合は、全開にする
④しばらくしてから空気入れ蛇口と蛇口を閉める
＊給湯器の水抜きは、取扱説明書に従ってください。

①空気入れ蛇口と蛇口が閉まっていることを確かめる
②水抜き栓のハンドルを止まるまで左に回す（レバーの
場合は「出」の方向に操作する）
③蛇口をゆっくり開ける

立ち上がり管
中間バルブ空気入れ蛇口

寒さが厳しくなると水道管の凍結が増えます。水道管が
凍結すると、水道が使えなくなるだけでなく、修理代な
ど思わぬ出費につながります。凍結の恐れがあるとき
は、昼夜を問わず水抜き栓で水抜きをしましょう。

レバー
タイプ

ハンドル
タイプ

水抜き栓

　　　　　　水道管や蛇口などにタオルを巻き付け、
上からぬるま湯をゆっくりかけます。熱 
湯を直接かけたり、直火を当てたりする

 　　　　　  ことは絶対にやめましょう。水道管や蛇
口が破裂する危険があります。30分ほど待っても水が
出ないときは、市の指定給水装置工事事業者に修理を
依頼してください。費用は自己負担です。

凍結してしまったときは

◆雪下ろし
●一人では行わない
●命綱・安全帯を使う
●はしごは固定する
●屋根からの落雪に気を付ける
●無理な作業はしない

◆除雪機
●正しい操作方法を理解する
●周囲に人がいないか確認する
●機械に巻き込まれない服装　　
　で作業する
●点検時はエンジンを止める　　　

避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」
の北海道版「Ｄ oはぐ」（冬
季の避難所運営）が配布さ
れました。出前講座で体験
できます。詳しくは問い合
わせてください。

視界が悪く、対向車や前
の車も見えません。直ち
に安全な場所に駐車して、
屋内に避難しましょう。

◆吹雪の中の運転は危険

車内に排気ガスが入り込み、一酸化炭素中
毒になる恐れがあります。エンジンをかけ
たまま車内にとどまるのはやめましょう。
やむを得ずエンジンをかける場合は、排気
マフラー周辺を除雪しましょう。

◆エンジンをかけたまま車内にいるのは危険　

◆自動車に積んでおくと安心　
●防寒着・手袋　●懐中電灯　●スコップ
●けん引ロープ　●菓子・ビスケットなど

建物や防雪柵の陰、土手などではあっとい
う間に発生します。

◆吹きだまりは危険

○
○

○

○

○
○
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生
活

＊設置してある専用の回収ＢＯＸに入れてください。
＊電子体温計は回収できません。普通ごみで出すか小型
家電回収ボックスに入れてください。

水銀製品の量の把握や、効果的な回収
方法を調査するため、環境省のモデル
事業として水銀体温計などを期間限定
で拠点回収します。
対象　家庭で使わなくなった水銀体温
計、水銀温度計、水銀血圧計など

問合せ　環境課（内線827）

生
活

回収場所
◆薬局　アイランド薬局ほくしん店、アイン薬局北広島
店、あおば薬局大曲店、泉調剤薬局、イチフジ薬局北広
島店、きたひろエルク保険薬局、北広島調剤薬局、北広
島東口薬局、くりはら薬局、コスモス保険薬局大曲店、
ソラリス薬局、なの花薬局北広島中央店・北広島美沢
店、ノルデン薬局北広島店・北広島広葉店、らいふ調剤
薬局、リープ調剤薬局北広島店、ワッツ調剤薬局
◆公共施設　市役所案内、各出張所、エルフィンパーク、
団地住民センター

問合せ　季節労働者通年雇用促進支援協議会（商工業振興課内・内線858）

資格取得講習 ①日時　②会場　③定員　④受講料
★介護職員初任者研修 ①平成29年１月中旬～２月下旬のうち16日間　１

日６～７時間程度　②シルバー活動センター　③
２人　④一般＝４万2,000円

★同行援護従業者養成
研修一般課程

①平成29年２月下旬～３月上旬　１日５時間程度
（全２回）　②シルバー活動センター　③２人　
④一般＝１万2,500円

★全身性障がい者移動
介護従業者養成研修

①平成29年３月上旬　１日５時間程度　②シルバ
ー活動センター　③２人　④一般＝8,800円

パソコン基礎 ①平成29年１月中旬～２月中旬　１日２時間程度　
②アイビースマイル（中央１丁目1‒4）　③４人

車両系建設機械等運転
技能（玉掛けなど全15
コース）

②コマツ教習所㈱北海道センタ（大曲工業団地１
丁目６）　③各コース３人
＊日時などはコースによって異なります。

２級ボイラー技士
＊平成29年３月８日㈬
に試験があります。

①準備講習＝平成29年２月22日㈬、実技講習＝平
成29年２月１日㈬～３日㈮　午前９時～午後５時　
②札幌市内　③２人

危険物取扱者（乙種第
４類）
＊平成29年３月25日㈯
に試験があります。

①準備講習＝平成29年３月８日㈬・
９日㈭、直前講習＝平成29年３月21
日㈫　②札幌市内　③２人

対象　市内にお住まいの季節労働者

季節労働者の通年雇用化を支援するため、各
種事業を実施します。ぜひ参加してください。

◆職業相談会…支援事業や助成金を紹介
日時　12月16日㈮・20日㈫、平成29年１月６
日㈮・10日㈫　午前９時30分～正午
会場　市役所第３庁舎３階
＊直接、会場に来てください。
◆職場体験実習…職場見学会と体験実習
日程　平成29年３月上旬までの７日間以内
申込み　雇用保険特例受給資格者証を持ち、
問い合わせ先
◆資格取得講習会…受講料を全額助成
　右表のとおりです。
＊★印の講習は、季節労働者の申し込みがあ
れば、市内にお住まいで一般の方も受講でき
ます。
申込み　電話申し込み後、平成29年１月10日
までに雇用保険特例受給資格者証を持ち、問
い合わせ先

市内の小・中学生900人以上が参加して作った親子マンモス
の実物大模型が、エコミュージアムセンターに帰ってきます。

問合せ　エコミュージアムセンター知新の駅（☎373-0188）

催
し

特別展に関連した講座を開催します。
第１部　ミュージアムトーク「ゾウの進
化について」　
時間　午前10時～10時45分
内容　北広島のゾウ化石を中心に学芸員
による解説　

第２部　講演「円山動物園にゾウがやっ
てくる話」　
時間　午前11時～11時45分
講師　円山動物園　朝倉卓也さん
〈共通事項〉
対象　小学生以上
会場　広葉交流センター
定員　先着20人
申込み　12月21日までに問い合わせ先

第２部　講演「円山動物園にゾウがやっ
てくる話」　
時間　午前11時～11時45分
講師　円山動物園　朝倉卓也さん
〈共通事項〉
対象　小学生以上
会場　広葉交流センター
定員　先着20人
申込み　12月21日までに問い合わせ先
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